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１．生駒市の概況 ＜生駒市特徴＞
・奈良県北西部に位置し、京都・大阪に囲まれた近畿のほぼ中央にあり、南北
に細長い形状で、面積は53.18㎢。
・江戸時代に創建された生駒聖天・宝山寺の門前町と発展し、現在は大阪の
ベッドタウンとして、年々人口は増加傾向にある。
・大都市隣接の利便性を活かし、低層住宅を中心とした質の高い住宅都市とし
て、発展。
・市民の高い定住意向の割合：83.9％ （全国平均64.7％）

（平成20年度 生活総合調査）

生駒市の特徴 ～高齢者に視点を向けて～
○地理的特徴：南北に細長い地形を呈し、坂道が多い街並み
○いったん膝・腰を痛めると「閉じこもりがちな生活」を余儀なくされる
○前期高齢者17,783人 ＞ 後期高齢者 12,499人（H27.4.1）
○軽度認定者が多い。
○高齢化率25.91％（H26.4.1）で、全国、奈良県に比し、低い方である
（平成25年10月1日現在：生駒市の高齢化率23.2％、全国25.1％、

奈良県26.05％）
○75歳以上の人口伸び（2015～2025年）が高く、全国1.32倍に比し、
1.7倍の見込み

○今後、後期高齢者数の地域格差が大きくなる
○ひとり暮らし高齢者数も例年伸び続けている（H25年:3,122人民生調べ）
○高齢者虐待・認知症に関する相談が増えている。

写真：坂道の様子
高齢者にとっては
きつい！！

要介護認定者数
（第１号被保険者）

※日常生活圏域は10圏域
⇒ 地域包括支援センターは6箇所設置（委託）
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２、新しい総合事業に向けた準備

⑴市町村介護予防強化推進事業（国のモデル事業）
（平成24年10月～26年3月末）に参加

①
北海道下川町
（しもかわちょう）

②
茨城県神栖市

（かみすし）

③
埼玉県和光市

（わこうし）

④
東京都世田谷区

（せたがやく）

⑤
東京都荒川区

（あらかわく）

⑥
三重県いなべ市

（いなべし）

⑦
奈良県生駒市

（いこまし）

⑧
岡山県岡山市

（おかやまし）

⑨
香川県坂出市

（さかいでし）

⑩
福岡県大牟田市

（おおむたし）

⑪
大分県竹田市

（たけたし）

⑫
長崎県佐々町

（さざちょう）

⑬
沖縄県北中城村

（きたなかぐすくそん）

全国１３ヶ
所の市町
村が参加

中地区をモデルエ
リアとし、３地域包
括の圏域を対象に
モデル事業を展開 2



事業の説明と同意（地域包括支援センター）

地域ケア会議（個別ケース検討）

一次アセスメント

初回（オリジナル帳票の工夫）
・情報収集（個人票・生活機能評価・国帳票

等の活用）
・課題整理（アセスメントの総括票の活用）

二次
アセスメント

２ 訪問型事業（直営）

１ 通所型事業（委託）

・ニーズ特定（関係機関・関係者で共有）
・目標設定（本人の目標及び支援者の目標）
・ケア方針（誰が？何を？いつまでに？の整理）

モニタリング
・目標到達確認

４ 通いの場（直営・委託）
・転倒予防教室
・ひまわりの集い
・体操教室（公民館・地域型）
・高齢者サロン
・わくわく教室等

・予防サービス終結の判断
中間評価とモニタリングを重視

固有領域の評価
・残存能力、環境（リハ職）
・口腔（歯科衛生士）
・栄養（管理栄養士）

①

②

③

④

⑤

⑥

４つの支援メニュー

３ 生活支援サービス

トータル

マネジメント
（地域包括）

集中介入期 生活期移行期

３．介護予防強化推進事業（モデル事業）における自立支援の流れ
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